
富山県社会福祉審議会運営規程の一部改正について

（児童福祉措置審査部会の所掌事務の変更）

１．改正理由

　　増え続ける児童虐待への対応を強化するため、平成29年６月の児童福祉法等の改正により、児童等の

　保護についての司法関与が強化されることとなった。（平成30年４月２日施行）

　　従来、児童相談所長が行う一時保護（※１）については、親権者等の意に反して２か月を超えて行う

　場合、児童福祉審議会（※２）の意見聴取が必要であったが、法改正により、この意見聴取に代えて、

　新たに家庭裁判所の承認を得なければならないこととなった。
　　このため、富山県社会福祉審議会運営規程を改正し、児童福祉措置審査部会の調査事項から「一時保護の継続に関する事項」を削るもの。

２．改正案
富山県社会福祉審議会運営規程　新旧対照表

	現　行
	改正案

	第１条～第３条　（略）

（部会の設置）

第４条　（略）

２　児童福祉専門分科会に次の各号に掲げる部会を置き、当該各号に掲げる事項について調査審議するものとする。

(1)　略 

(2)　児童福祉措置審査部会　次に掲げる事項

ア　児童相談所が行う入所措置等に関する事項

イ　児童虐待を受けた児童がその心身に著しく重大な
被害を受けた事例の分析に関する事項

ウ　被措置児童等虐待に関する事項

エ　一時保護の継続に関する事項

オ　里親等委託中又は施設入所中の児童等に関する監
護に関する事項

(3)　略

第５条～第８条　（略） 


	第１条～第３条　（略）

（部会の設置）

第４条　（略）

２　児童福祉専門分科会に次の各号に掲げる部会を置き、当該各号に掲げる事項について調査審議するものとする。

(1)　略 

(2)　児童福祉措置審査部会　次に掲げる事項

ア　児童相談所が行う入所措置等に関する事項

イ　児童虐待を受けた児童がその心身に著しく重大な
被害を受けた事例の分析に関する事項

ウ　被措置児童等虐待に関する事項

（削る。）

エ　里親等委託中又は施設入所中の児童等に関する監
護に関する事項

(3)　略

　
第５条～第８条　（略） 

附　則

この規程は、平成30年４月２日から施行する。


資料１－１





※１ 安全確保または行動観察のため、児童を一時的に保護する必要がある場合に、児童相談所長が、児童相談所に付設する一時保護所で児童の保護を行う又は施設・里親等に児童の一時保護を委託するもの。


※２　本県では、社会福祉審議会児童福祉専門分科会措置審査部会で対応








